


【別紙】

令和3年度 教育研究推進委員会が実施した内部質保証の取組に対する自己点検・評

価委員会の二次評価及ぴ本委員会が実施した独自調査にもとづく評価について

本委員会は、貴委員会の内部質保証活動について、令和 3 年度はひとつの試みとして、

大学基準協会が定める大学評価基準を参考に二次評価を実施しました。

■大学基準協会が定める大学評価基準別の二次評価について

(1) 基準 1 理念·目的

なし

(2) 基準 2 内部質保証

l) 教育研究推進委員会から提出された内部質保証最終報告は、 各組織、 委員会の自

己点検の内容が記されているのみである。教育研究推進委員会としての各組織、委員

会の活動に対する点検、 評価を記されたい。

2) 大学基準協会による外部評価で改善課題や是正勧告等が示されたところであり、責

任を持ってその改善を図らねばならない組織、委員会を早急に決定されたい。また、

各組織、委員会の自己点検・評価の実施にあたり、大学基準協会が定める評価基準や

視点を参考とするよう明示されているものの、この基準には各副学長、法人事務局長

責任下の各組織、委員会の所掌では網羅できない項目があり、 これらの点検・評価の

扱いについて是正されたい。（例：教員・教員組織、情報関係（倫理含む）、社会貢献）

3) 今回の機関別認証評価でも是正を勧告されているが、 本委員会の評価結果を内部

質保証推進組織が実行するごとの責任が明確に位置付けられるよう、 本学内部質保

証方針を修正されたい。

4) 本学の意思決定に関する組織には、規程はあるが実態として動いていない大学諮

間会議や、規程はないが実態がある副学長会議があり、 その役割及び議決事項が不

明瞭である。また法人大学連絡会と貴委員会との役割分担についても整理されたい。

(3)基準3 教育研究組織

1) 科学研究費以外の外部資金獲得に関する点検・評価や計画も立てられたい。

(4) 基準 4 教育課程・ 学習成果

1) コロナ禍が続く場合も想定して、 自宅学習の学生が図書環境を円滑に利用できる

措置について具体的な計画を立てられたい。開館時間、オンラインでの文献検索等を

利活用できる教育環境について、 さらなる改善に取組んでいただきたい。

（基準8にも関連）






